
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は 9～10か月児健康診査の講話でお伝えしている内容です。 

 

４か月の頃と比較して、行動範囲が広がり、できることも増えてくる時期です。 

この時期に大切にしてほしい、子育てのポイントについてお伝えします。 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

ハイハイをしっかり行うことで、バランスよくからだを動かすことができるようになります。 

たくさんハイハイができる環境を整えましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・ 何でも口に入れようとしたり、大人のマネをしようとしたりする時期です。目

に見えるところ、手の届くところに物を置かないようにしましょう。 

・ 棚や机等を踏み台にして、高いところによじ登ろうとします。 

危ない箇所がないか、今一度確認しましょう。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

言葉の発達には、言葉のやりとり=「キャッチボール」が大切です。赤ちゃん

が『話したいなぁ』『話すのが楽しい♪』と思える(赤ちゃんの笑顔が増える)よう

な、やり取りを増やしましょう。 

テレビやスマホは、赤ちゃんが反応しても応えてくれないので、ことばを話した

い！という意欲は生まれにくいです。親子の対話を楽しみましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・ 赤ちゃんが安心できる身近な大人（親）との信頼、心の絆が作られてくると、心の絆

が出来ている人と、それ以外の人との区別がつき、後追いや人見知りが出てきま

す。 

・ 後追いや人見知りは一つの発達段階なので、やさしく受け止めてあげましょう。 

※その時期や、その程度には個人差があります。 

・ 赤ちゃんは、うまくいかないことや不安なことがあった時に、心の絆が作られている

大人の所に戻ってきます。そこで、安心したらまた次のステップにチャレンジすること

ができるのです。この心の絆が、これからの成長発達にとても大切です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・生活リズムを作っている脳は「食欲」・「睡眠と覚醒の調整」・「体温・血圧
の調整」の働きをします。 

・人は太陽のリズムに合わせて色々なホルモンを出しています。 

・そのホルモンは、子どものからだを大きくしたり、免疫力を高めたり、情緒の

安定ややる気を出したり、子どもの成長にはとても大切な働きをします。 

・そのホルモンを上手く分泌させ、健康なからだを作るためにも、「早起きし、

日中は体を使った遊びをし、夜は早く寝る」という生活リズムを作りましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は 1歳 6か月児健康診査です。その間に気になることがありましたら、

お気軽にご相談ください。 

まとめ 

これまでにお伝えした『親と子の絆（安心）』『体を使ったあそび』『生活リズム』

を大切に生活していただくことで、自然とお子さんのこれからの心とからだの発達

につながっていきます。 


